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抄録 

 
近年，大学生には学業や社会で成功するために，幅広い能力が求められている．特に，

レポート作成やグループワークに必要なスタディ・スキルや人間関係を円滑に気づくため

のソーシャル・スキルを獲得する必要がある．これらのスキルを獲得することは，学生の

学習意欲や退学率にも関係しているとされている．また，ソーシャル・スキルは職業決定

や目標設定などを通して指導される． 
職業決定には学習動機づけや心理社会的自己同一性と呼ばれる外的なアイデンティテ

ィと正の相関があると報告されており，これらを高めることが職業決定に重要であると考

えられる．北陸大学経済経営学部の学生は一定数アイデンティティの確立の程度が低い学

生がおり，そのような学生に対してアイデンティティの確立の程度を高める取り組みをお

こなうことが必要とされている．  
アイデンティティを高めるためには自伝的記憶が重要であるとされており，アイデンテ

ィティの確立の程度が高いほど，明確な自伝的記憶を保持していると報告されている．そ

こで，本研究では北陸大学経済経営学部学生の自伝的記憶の特性を明らかとし，自伝的記

憶を醸成するための取り組みを提案することを目的とした．  
その結果，学生は仕事やプライベートに安定を求めていることが明らかとなった．自伝

的記憶として回答されたものは自己が主体的に行動した結果ではなく，他者の行動を観察

したものや他者からの働きかけの経験が多い傾向にあり，明確な記憶でないことが明らか

となった．さらに，自身の能力やスキルについての記述も少なかったことから，学生に対

して課題やアクティビティを通して適切にフィードバックをおこなうだけでなく，学生が

様々な経験や体験をおこなうことができるように機会を提供することが望ましいと考えら

れる． 
 

キーワード：自伝的記憶，職業決定，アイデンティティ 
 
 
 
*北陸大学経済経営学部 Faculty of Economics and Management, Hokuriku University 
※責任著者 田部田晋 Shin Tabeta s-tabeta@hokuriku-u.ac.jp 

北陸大学紀要
第 58 号（2024 年度）
pp.127 ～ 135
［原著論文］

* 北陸大学経済経営学部　Faculty of Economics and Management, Hokuriku University
※責任著者　田部田晋  Shin Tabeta　s-tabeta@hokuriku-u.ac.jp

1（127）



 

はじめに 

  
大学生には，近年幅広い能力が求められている (中井, 2015)．大学生が，幅広い能力を

獲得するためには，レポート作成やグループワーク等に必要な技能であるスタディ・スキ

ルと相手を思いやるなどの円滑な人間関係を構築するための技能であるソーシャル・スキ

ルと呼ばれる技能を獲得する必要がある．またスタディ・スキルやソーシャル・スキルを

獲得することが，退学率を減らす要因となっているとの報告もある  (佐藤 , 2010; 山田 , 
2009)．ソーシャル・スキルは，職業決定のほかに価値づけ，目標設定，人間関係・葛藤の
解決の仕方，人格発達・自己認識などといったテーマを通して教えられている  (佐藤, 2010; 
山田, 2009)． 
職業決定は動機付けと関係があるとされており，Watt & Richardson (2007) は教職に

就く動機づけに対して内発的価値や社会的利用価値の自己認識は大きな影響を与えると報

告している．また，Lent & Brown (1994) は学生時代に培われた興味やスキルは，キャリ
ア選択に反映されると報告している．さらに，伊田 (2001) はキャリア意識に関わると考
えられる課題価値が学習動機づけと関連していることを示した．これらのことから，キャ

リア意識が高い学生は授業における課題価値も高いと考えられ，授業に対する学習動機づ

けも強いと予想される．そのため，スタディ・スキルの獲得にも職業決定は関係している

と考えられる．北陸大学経済経営学部では田部田ら (2023) が，専門科目群のキャリア意
識の特徴を調査した研究において高いキャリア意識を保持しているキャリア群，授業内容

への興味を保持している興味群，単位取得のために受講している単位群に分けられると報

告した．そのため，北陸大学経済経営学部では興味群や単位群の課題価値や学習動機づけ

を高めるための取り組みが必要であると考えられる． 
主体的な学習や学習動機づけの一部である内発的動機づけは，心理社会的自己同一性と

正の相関があると報告されている (畑野&原田, 2014; 畑野&原田, 2015)．心理社会的自己
同一性とは，現実社会での生活で形成される現実的・社会的な側面の強い外的なアイデン

ティティである (原田, 2012)．田部田ら (2024) は，北陸大学経済経営学部学生の就職に
対する考え方であるモラトリアムの状態や職業決定の程度，職業を決定するために必要で

あるアイデンティティの確立度の関係性を明らかにし，北陸大学経済経営学部の学生は，

職業決定に対して前向きであり，社会的責任の免除された時期と考えていない．しかしな

がら，アイデンティティの確立度が低いことが示唆された．  
職業決定を高めるための取り組みとしては，アイデンティティの確立度を高めることが

必要である．アイデンティティを醸成するためには自伝的記憶といった個々にとって大切

な経験や体験が必要であるとされている．自伝的記憶はアイデンティティの確立と相互に

影響し合うことが報告されている．アイデンティティの確立の程度によって想起される自

伝的記憶の質や特性が変動する．また，自伝的記憶が想起されることによってアイデンテ

ィティの確立がなされる (山本, 2015)．さらに，アイデンティティの確立されている人ほ
ど重要な自伝的記憶を保持しており，自伝的記憶の重要度が高いほど，想起される記憶が

鮮明であり感情的であった (山本, 2013)． 
これらのことから教育において学生への働きかけとしてはこの自伝的記憶を作ること

ができるような経験を学生にさせることや自伝的記憶を想起させるような機会を多く設け

ることが重要であると考えられる．また Pillemer ら (1996) は，大学生が在学中に経験し
た出来事の自伝的記憶が，その後の行動や意思決定に影響した事例を多数存在していると

報告している．そのため，学生に対してどのような機会を提供できるかが彼らのキャリア

形成に大きな影響を与えると考えられる．そこで，本研究では学生のアイデンティティと
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関連性の高いと思われる自伝的記憶の特徴を明らかとし，学生に対してどのような体験や

経験を提供することが自伝的記憶を醸成するために効果的であるかを検討することを目的

とした． 
 

方法 

 
1. 研究対象者 

対象とする授業を受けている北陸大学経済経営学部マネジメント学科に所属している

学生 120 名とした．また，対象とした学生は主に 1, 2 年生 (1 年生：41 名，2 年生：77
名，3 年生：2 名) とした． 
 

2. 計測項目 

自分のこだわり（大事にしたい価値観）に影響を与えた、心に残る経験・出来事につい

てできるだけ具体的に、(どこで、誰と・誰に対して、何をしたか)自由記述形式で記述させ
た．記述する経験や出来事に関しては，1 から 10 個の間で思いつく限り記述するように教
示した． 
 

3. 実験手順 

キャリアデザイン 2 およびキャリアデザインⅡの一部としてアンケートを実施した．そ
のとき，また，倫理的な配慮として，参加は自由意志であること，収集したデータは学会

発表や論文投稿を通じて情報公開されること，「個人が特定されるような情報は公開され

ないことを教示した．  
 

4. 分析手法 

自由記述の分析として、名詞，動詞，形容詞ごとの頻出語の抽出と抽出語における共起

ネットワーク分析をおこなった．分析では，まず初めに形態素解析により単語単位に分解

し，品詞ごとの頻出語を抽出した．形態素解析は，オープンソース形態素解析エンジンで

ある MeCab (2013) を使用した． 
その後，共起の程度が強い抽出後を線で結んだネットワーク図である共起ネットワーク

分析をおこなった．共起の程度は，単語間の共起関係を示すものとして広く利用されてい

る Jaccard 係数を使用した (佐々木ら, 2006; 榊ら, 2007)．本研究では出現頻度 4 以上の
語で，Jaccard 係数を 0.12 以上に設定して共起ネットワークを描出した．  
 
結果 
 

 学生から得られた 444 サンプルの自由記述データを分析対象として、各品詞における単
語ごとの出現回数と共起ネットワークを算出した．自伝的記憶の回答数としては，平均

2.50個であった．学年ごとの平均は 1 年生 2.72 個，2年生 2.77個，3 年生 2.00個であっ
た．また，自伝的記憶として記述された出来事が生じた時期は，大学生が 183個，高校生
が 132 個と年齢が高い時期のものが多かった． 
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表表  11自自伝伝的的記記憶憶のの回回答答数数のの学学年年ごごととのの平平均均  

 
 

表表  22  自自伝伝的的記記憶憶ととししてて記記述述さされれたた出出来来事事がが生生じじたた時時期期  

 
 
 

学生から得られた 416 サンプルの自由記述データ全文を対象に形態素解析をおこなっ
た．抽出語の合計は，8294語，1 サンプルあたり約 19.9語であった．  
名詞では，「仕事」や「安定」，「バイト」などの単語の出現回数が多い結果となった  (表

3)．仕事が使用されている文では，自己の将来を考える機会や周囲の人間の振る舞いを見
た経験についての記述が多く見られた．また，安定は将来の職業などにおいて安定を求め

ているとの記述が多く見られた．  
 動詞では，経験や出来事を記述しているため，「思う」，「感じる」などの単語の出現回

数が多い結果となった (表 4)． 「できる」も多かったが「育休休暇を取ることができる」
や「社会に貢献できる仕事」のように何かの能力を獲得した経験や体験ではないものが多

く回答された．また，「見る」や「聞く」などの動詞も多く，実際に自分がおこなった行動

よりも他人の行動を見聞きした経験を回答している割合が高かった．  
形容詞では，「いい」，「楽しい」，「多い」などの単語の出現回数が多い結果となった  (表

5)．出現回数の多いものとしては，「いい」，「楽しい」などのポジティブな単語が多い傾向
にあった． 

 自由記述で用いられた語句がどのような関係で使用されているのかを共起ネットワ

ーク分析を使用して可視化した．共起ネットワークの円の大きさは単語の頻出回数を表し

ており，線は共起を表している．最も頻出回数の高い単語であるプライベートは「プライ

ベートを大事にしたい」など大学での課題や仕事だけでなくプライベートを充実させるあ

るいはプライベートの時間を確保することを重視する記述が多く見られた．次に頻出回数

の高い単語である仕事に関しては「誰もが難しいという仕事を平然にこなす人を見てかっ

こいいと感じた」など中学生の経験が多く影響していた．また，安定に関しては「挑戦し

て失敗するよりも安定した収入がある方が良いと思った」など将来の不安や安定した職業
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に就く両親のようになりたいという記述がされていた．他にも，休暇や育児などの単語も

同時に使用されており，堅実で安定した将来を望んでいると考えられる．さらに，将来の

職業について，経営や経済への興味など将来に関する動機等も多く回答された．  
 
 

表表  33自自伝伝的的記記憶憶ににおおけけるる頻頻出出名名詞詞  

 
  

表表  44自自伝伝的的記記憶憶ににおおけけるる頻頻出出動動詞詞  
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表表  55自自伝伝的的記記憶憶ににおおけけるる頻頻出出形形容容詞詞  

 

図図  11  自自伝伝的的記記憶憶ににおおけけるる共共起起分分析析結結果果  
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考察 
  
 北陸大学経済経営学部の学生は，仕事やプライベートに安定を求めている傾向があるこ

とが明らかとなった．また，自伝的記憶として回答されたものは自己が主体的に行動した

結果ではなく，他者の行動を観察したものや他者からの働きかけの経験が多い傾向にあっ

た．本研究では価値観について尋ねているため他者の行動を観察したものや他者からの働

きかけの経験が多くなったと考えられる． 
しかしながら，速水と陳 (1993) は，「思い出すことが活動の原動力になり生活の励みに

なるような「感動体験」」を収集した結果，自分の行動に関わる記憶が多かったと報告した．

また，山本 (2015) は，自伝的記憶の重要度の低いものは「朝会の時の校長先生の長い挨
拶を聞いている時」，「高校の部活動で雨の日にトレーニングするふりをして，さぼりなが

ら体育館でしているバスケットを見ていた。」といった自己イメージが定まっていないも

のであり，自伝的記憶の重要度の高いものは「学園祭の実行委員をして，やりとげた時に

とても大きな達成感が得られたこと。」や「父の仕事の都合で中学  3 年になる春に転校し
たこと。」などの自己イメージが具体的で明確なものであったと報告した．本研究で回答さ

せた「自分のこだわり（大事にしたい価値観）に影響を与えた、心に残る経験・出来事に

ついてできるだけ具体的に、(どこで、誰と・誰に対して、何をしたか)」においても自分の
行動に関わる記憶が一定数回答されると考えられる．このことから，北陸大学経済経営学

部の学生の自伝的記憶は自己イメージが定まっていない，もしくは明確な自己イメージを

持つような経験や体験をしていない可能性が示唆された．  
心に残る体験として獲得した「能力」や「スキル」に関するものがほとんど見られなか

ったことが，田部田ら (2024) で報告された北陸大学経済経営学部の学生のアイデンティ
ティの確立の程度が低い原因であると考えられる．また，Lent ら (1994) は興味やスキル
が職業決定に影響を与えると報告した．さらに，Hackett & Lent (1992) はある結果を生
み出すために必要な行動を上手くおこなえそうだという個人の自信である自己効力感が学

業やキャリアに影響を与えると報告した．獲得した「能力」や「スキル」についての経験

が自伝的記憶となっていないことがキャリア意識の形成の障害になっていると考えられる． 
つまり，キャリア意識を醸成するためには，「能力」や「スキル」を獲得させ，自己効力

感を醸成することがまず初めとして必要であると考えられる．能力帰属のフィードバック

を与える (Schunck, 1983) や努力承認評価を与えること (玄, 1993) で自己効力感を高め
ることができると報告されている．これらのことから，能力帰属と努力帰属のフィードバ

ックを課題やアクティビティごとにおこなうことが必要であると考えられる．しかしなが

ら，すべての課題やアクティビティにフィードバックをおこなうことは教員の負担を考え

ると現実的ではないため，AI を利用した自動フィードバックシステムなどの教員の負担を
軽減するための仕組みが必要になると考えられる．  
これらのことから，北陸大学の経済経営学部の学生は将来のことを堅実に考えているが，

自分の能力やスキルについて自覚等が乏しいのではないかと考えられる．そのため，学生

に対して課題やアクティビティを通して適切にフィードバックをおこなうだけでなく，学

生が様々な経験や体験をおこなうことができるように機会を提供していくことが重要であ

ると考える．さらに，自伝的記憶を想起することもアイデンティティの確立を促すことが

報告されている (山本, 2015)．そのため，そのような機会を学生に対して与えることも重
要であると考えられる．  
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